
広報くしもと ２０１４．１２1

広報

KUSHIMOTO The Public Information Magazine

2014

12
No.116

串本出身者も眠るオーストラリア木曜島を
墓参団一行が訪問しました。

特集　木曜島を訪ねる



広報くしもと ２０１４．１２ 2

Contents

December.2014

串本町の人口と世帯

No.116

12

○人　口 … 17,765人　【 男性 … 8,312人 ・ 女性 … 9,453人 】
○世帯数 …  8,950世帯

【平成26年10月31日現在】

◎もくじ

　P 　 ３　…　特集　木曜島を訪ねる
　P　１０　…　いつか起こる災害に備えて
　P　１２　…　まちのわだい
　P　１５　…　くしもと町立病院コーナー
　P　１６　…　児童扶養手当について
　P　１７　…　ジェネリック医薬品／工業統計について
　P　１８　…　保健センターだより／りぼん
　P　２０　…　よろこびかなしみ／年末年始の業務
　P　２１　…　お知らせ＆行事

このコーナーへ掲載希望の方は、申請書データ、写真データを添付して企画課のメールアドレスまで送付するか、
企画課へ申請書と写真データを直接お持ちください。
申請書は、町のホームページからダウンロードいただくか、企画課窓口で配布しています。
【対象年齢】3歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさせていただきます。）投稿有効期間 3ヶ月。
お問い合わせは企画課まで　℡ 0735-62-0556　メールアドレス：kikaku@town.kushimoto.wakayama.jp

すまいるっ！町内の元気いっぱいな子どもを紹介

ちゃん（4ヶ月）

「☆New born ☆
　　　我が家のお姫様♡
　　　　スクスク大きくなってね！」

（母　有美さん）

あ
な
た
も
広
報
く
し
も
と
に

お
子
さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
か
わ
い
く
て
元
気
い
っ
ぱ
い
な
お
子
さ
ん
の

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

串
本
町
役
場
企
画
課

上地　絵
え み り

美里
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　 日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

北
部
の
ト
レ
ス
海
峡
に
浮
か
ぶ
木
曜
島
に
は
日
本

人
墓
地
が
あ
り
ま
す
。

　 明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
多
く
の
日
本

人
の
若
者
が
夢
を
抱
き
、
こ
の
地
に
渡
り
ま
し
た
。

　 彼
ら
は
、
当
時
世
界
一
危
険
な
職
業
と
い
わ
れ

た
潜
水
で
の
白
蝶
貝
採
取
事
業
に
従
事
し
、
中
に

は
潜
水
病
や
遭
難
な
ど
で
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た

地
で
命
を
落
と
す
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　 10
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
串
本
町
出
身

者
も
多
く
眠
る
木
曜
島
を
墓
参
団
が
訪
問
。

　 日
本
人
墓
地
で
の
慰
霊
式
典
や
地
元
の
方
々
と

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

墓
参
団
、
木
曜
島
に
渡
航
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串
本
町
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
、
約
５
０
０
０
㎞
も

離
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
に
あ
る
小
さ
な
島
。

戦
前
、
日
本
人
の
若
者
ら
が
夢
を
追
い
渡
航
し
、

生
活
し
た
木
曜
島
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

木
曜
島
に
つ
い
て
学
ぶ

木
曜
島
の
概
要

オーストラリア

○メルボルン

○シドニー

○ケアンズ

○パース

ヨーク岬

○ホーン島

拡大図
木曜島

○キャンベラ

○
ブリスベン

多
く
の
紀
南
地
方
出
身
者
が
渡
航
し
た
島

　 オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
最
北
部
に
位

置
す
る
ヨ
ー
ク
岬
。
そ
の
岬
と
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
島
の
間
に
広
が
る
ト
レ
ス
海
峡
に
浮

か
ぶ
木
曜
島
は
、
面
積
約
３
・
５
㎢
、
人

口
３
，
０
０
０
人
ほ
ど
の
島
で
す
。

　 串
本
町
紀
伊
大
島
の
面
積
が
約
９
・
９

㎢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
曜
島
は
紀
伊
大

島
の
半
分
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
島
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　 島
自
体
は
小
さ
い
で
す
が
、
周
辺
諸
島

の
行
政
や
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

主
な
産
業
は
漁
業
と
観
光
で
す
。

　 気
候
は
温
暖
で
、
年
間
の
平
均
気
温
が

約
27
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 木
曜
島
は
地
理
的
に
国
境
地
域
に
あ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
防
上
、
非
常
に
重

要
な
土
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

19
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
は
、
木
曜
島
の
西

端
に
位
置
す
る
グ
リ
ー
ン
・
ヒ
ル
と
い
う

丘
に
要
塞
も
築
か
れ
ま
し
た
。
現
在
は
史

跡
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 ま
た
、
木
曜
島
の
周
辺
海
域
は
高
級
ボ

タ
ン
の
素
材
と
な
る
白
蝶
貝
の
生
息
地
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
採
取
す
る
ダ
イ

バ
ー
た
ち
が
明
治
時
代
よ
り
木
曜
島
を
拠

点
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
人
ダ
イ
バ
ー

も
多
数
居
住
し
て
お
り
、
一
時
は
木
曜
島

に
住
む
日
本
人
は
１
，
０
０
０
人
を
越
え
、

全
人
口
の
60
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
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①グリーン・ヒルの史跡に設置さ
れている大砲。②海岸沿いに設置
されている白蝶貝のモニュメント。

空撮した木曜島。上空から見ると島の小ささがよくわかります。
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木
曜
島
と
串
本
町
の
関
係

　 明
治
以
降
、
木
曜
島
を
含
む
ト
レ
ス
海

峡
地
域
で
白
蝶
貝
の
採
取
に
従
事
し
た
日

本
人
は
約
７
，
０
０
０
人
。
そ
の
な
か
で
、

和
歌
山
県
出
身
者
は
８
割
を
占
め
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　 多
く
の
日
本
人
が
白
蝶
貝
採
取
に
お

い
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
34

年
に
イ
ギ
リ
ス
連
邦
政
府
が
移
民
制
限

法
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
移
住
を
規
制

す
る
法
律
）
を
設
け
た
た
め
、
船
を
所
有

す
る
た
め
に
は
帰
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
病
気
な
ど
の
理
由

が
な
け
れ
ば
陸
に
上
が
る
こ
と
も
出
来
ず
、

海
上
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
日

本
人
渡
航
者
た
ち
は
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　 こ
の
よ
う
な
過
酷
な
条
件
の
中
、
木
曜

　 白
蝶
貝
の
採
取
で
使
用
さ
れ
た
潜
水
服

は
、非
常
に
重
く
活
動
し
に
く
い
も
の（
総

重
量
が
50
㎏
以
上
と
な
る
も
の
も
あ
っ

た
）
で
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
、
人
に
よ
っ

て
は
、
水
深
40
ｍ
〜
50
ｍ
ま
で
潜
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ダ
イ
バ
ー
は
船
の
上
に

い
る
テ
ン
ダ
ー
（
命
綱
を
持
ち
ダ
イ
バ
ー

を
観
察
す
る
人
）
と
命
綱
を
通
じ
て
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　 海
中
で
は
命
綱
と
空
気
管
だ
け
を
頼
り

に
作
業
が
行
わ
れ
、
強
靱
な
体
力
と
精
神

力
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

　 当
時
、
世
界
で
最
も
過
酷
で
危
険
な
職

業
と
言
わ
れ
、
重
度
の
潜
水
病
、
荒
天
に

よ
る
遭
難
な
ど
で
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

世
界
一
危
険
な
職
業

島
で
は
潜
水
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
約

７
０
０
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
１
６
２
名
が
串
本
町

の
出
身
者
で
あ
り
、
１
２
７
基
の
お
墓
が

日
本
人
墓
地
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　 串
本
町
か
ら
木
曜
島
に
は
墓
参
団
が
定

期
的
に
訪
問
し
て
お
り
平
成
５
年
７
月
５

日
〜
10
日
、
平
成
19
年
10
月
６
日
〜
10
日

に
次
い
で
、
今
回
が
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　 平
成
23
年
12
月
に
は
、
ト
レ
ス
市
の
ナ

バ
ウ
・
ペ
ド
ロ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
市
長
ら

が
当
町
を
訪
問
さ
れ
、
過
去
に
あ
っ
た
絆

を
縁
と
し
て
若
い
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
新

た
な
友
好
を
築
い
て
い
く
目
的
で
ト
レ
ス

市
と
の
友
好
都
市
宣
言
の
合
意
書
調
印
式

も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

①ダイバーの命を預かるテンダー。命綱
をしっかりと掴む。②採取した白蝶貝を
洗う。③潜水服を着る日本人ダイバー。

平成 23 年 12 月 7 日に行われた友好都市宣言
合意書調印式でこれからの友好を願い固く握
手する田嶋町長とスティーブン市長。
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地区名 墓石数
 串本 　１７
 出雲 　　４
 潮岬 　６１
 富二橋村（串本北部） 　　２
 大島 　　７
 田並 　１９
 有田 　　１
 和深 　　４
 姫 　　４
 伊串 　　１
 西向 　　４
 古座 　　３
 合計 １２７

木曜島の日本人墓地にある串本町
出身者の各地区ごとの墓石数
（豪州渡民研究者の久原脩司氏調べ）
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串
本
町
出
身
者
も
眠
る
木
曜
島
を
10
月
21
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
、
田
嶋
町
長
、
結
城
副
議
長
、
一
般
参

加
者
ら
12
名
の
墓
参
団
が
訪
問
。
日
本
人
墓
地
に
て

執
り
行
わ
れ
た
慰
霊
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

墓
参
団
、
木
曜
島
を
訪
問

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
眠
る
先
祖
ら
の
御
霊
を
弔
う

串
本
町
か
ら
木
曜
島
へ

　 10
月
20
日
、
串
本
町
を
出
発
し
た
墓
参

団
の
一
行
は
、関
西
国
際
空
港
よ
り
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
行
き
の
飛
行
機
に
搭
乗
。
機

内
で
一
泊
し
、
翌
朝
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

北
部
最
大
の
都
市
で
あ
る
ケ
ア
ン
ズ
に
到

着
し
ま
し
た
。

　 ケ
ア
ン
ズ
で
国
内
線
に
乗
り
継
ぎ
、
木

曜
島
の
隣
に
あ
る
ホ
ー
ン
島
へ
移
動
。

ホ
ー
ン
島
か
ら
は
木
曜
島
が
目
視
で
き
、

フ
ェ
リ
ー
に
て
木
曜
島
へ
。
木
曜
島
に
到

着
し
た
の
は
、
日
本
を
出
発
し
て
約
20
時

間
後
で
、
総
移
動
距
離
は
約
７
，
０
０
０

㎞
に
も
な
り
ま
し
た
。

　 木
曜
島
に
到
着
し
た
の
は
、
21
日
の
午

前
。
同
日
、
午
後
に
は
、
日
本
人
墓
地
を

訪
問
し
、
墓
参
団
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
ゆ

か
り
の
あ
る
お
墓
を
確
認
し
ま
し
た
。
墓

地
は
島
の
北
側
に
位
置
し
て
お
り
、
墓
地

の
中
に
は
、
昭
和
54
年
に
日
本
人
来
島

１
０
０
年
を
記
念
し
建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔

が
あ
り
ま
す
。串
本
や
潮
岬
、大
島
と
い
っ

た
当
町
の
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
墓
石

が
多
数
あ
り
、
当
町
出
身
者
が
木
曜
島
に

い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 翌
22
日
に
は
、
慰
霊
塔
前
に
て
慰
霊
式

典
が
執
り
行
わ
れ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
市
長

先
人
た
ち
へ
敬
意
を
示
す ①日本人墓地の様子。草なども刈られており、きれい

に保たれていました。②日本人墓地の中心に建立され
ている慰霊塔。③墓石に造花を供える参加者。
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を
は
じ
め
、
ト
レ
ス
市
議
の
方
々
、
現
地

の
日
系
人
や
市
の
職
員
ら
も
参
列
さ
れ
ま

し
た
。

　 は
じ
め
に
、
元
ト
レ
ス
市
議
で
日
本
人

墓
地
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
イ

サ
オ
・
シ
バ
サ
キ
氏
が
「
本
日
、
こ
の
場

所
に
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
白

蝶
貝
採
取
に
従
事
し
、
厳
し
い
環
境
に
置

か
れ
て
も
、
木
曜
島
の
経
済
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
た
日
本
人
が
こ
の
地
に
眠
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
か

ら
も
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。」
と
挨
拶
。

　 式
典
で
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
黙
祷

の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
哲
雄
僧
侶
の
読
経
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 そ
し
て
、
田
嶋
町
長
が
「
こ
の
日
本
人

墓
地
は
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
維

持
・
管
理
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
改
め
て
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
遠
い
異
国
で
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
や
決
意
を
胸
に
人
生
を
全
う
さ

れ
た
先
人
た
ち
の
足
跡
を
思
う
と
、
万
感

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
先

人
の
功
績
を
末
永
く
後
世
に
伝
え
て
い
く

と
と
も
に
、
先
人
た
ち
の
貴
重
な
生
涯
の

上
に
構
築
さ
れ
た
串
本
町
と
ト
レ
ス
市
の

友
好
関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
最
後
に
こ
の
地

に
眠
る
全
て
の
御
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
弔
辞
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。

　 ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
市
長
も
「
こ
の
場
所
で

慰
霊
式
典
を
行
い
出
席
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の

大
切
な
方
々
を
守
っ
て
い
く
責
任
を
感
じ

て
い
ま
す
。
串
本
町
と
こ
れ
か
ら
も
よ
り

良
い
関
係
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
出
席
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　 式
典
後
に
は
、
今
回
の
墓
参
団
訪
問
を

記
念
し
て
、
慰
霊
塔
の
裏
側
に
植
樹
が
行

わ
れ
、
田
嶋
町
長
、
坂
井
敏
生
遺
族
会
会

長
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
市
長
が
協
力
し
て
、

ノ
ボ
タ
ン
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

　 そ
の
後
、
前
日
に
引
き
続
き
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
の
身
内
や
知
人
、
同
郷
の
方

の
お
墓
に
赴
き
、
線
香
や
造
花
を
供
え
て

故
人
の
御
霊
を
弔
い
ま
し
た
。

日本人墓地の慰霊塔の前に参
列し、般若心経を唱える墓参
団一行。式典後には、全員で
「ふるさと」を合唱し、遠い
地で眠る故人たちを偲びまし
た。

④読経するウィルソン哲雄僧侶。⑤弔辞
を読み上げる田嶋町長。⑥植樹の様子。
左から坂井敏生さん、スティーブン市長、
田嶋町長。

4

5
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遠
く
日
本
か
ら
き
た
墓
参
団
を

心
か
ら
歓
迎
し
て
く
れ
た
木
曜
島
の
方
々
。

今
回
の
訪
問
は
串
本
町
と
ト
レ
ス
市
の
友
好
関
係
を

さ
ら
に
深
め
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

深
ま
る
友
好
関
係

先
人
た
ち
の
功
績
が
生
み
出
し
た
つ
な
が
り

い
つ
ま
で
も
こ
の
友
好
を

　 「
本
当
に
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」。
今
回
、
墓
参

に
参
加
し
た
方
々
が
口
を
揃
え
て
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　 木
曜
島
に
到
着
し
た
10
月
21
日
、
市
役

所
を
訪
問
し
た
田
嶋
町
長
、
結
城
副
議
長

ら
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
市
長
を
は
じ
め
、
副

市
長
、
市
議
の
方
々
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　 「
よ
う
こ
そ
ト
レ
ス
市
木
曜
島
へ
。
心

か
ら
歓
迎
し
ま
す
。」
と
笑
顔
で
挨
拶
を

述
べ
た
市
長
。
町
長
も
「
今
回
の
訪
問
を

一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
さ
ら
に
友
好
関

係
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

　 そ
の
日
の
夜
に
開
か
れ
た
歓
迎
会
で
は
、

ト
レ
ス
市
の
伝
統
舞
踊
を
鑑
賞
し
た
り
す

る
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　 ま
た
、
日
本
墓
地
を
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
イ
サ
オ
・
シ
バ
サ
キ
氏
へ
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　祖先がどのような場所
で働いていたかを確認で
き満足しています。現地
に来て初めてわかること
もありました。歓迎して
くれていることが本当に
よく伝わってきました。

　お墓もきれいにして頂
いていて先祖を大事にし
てくれていることがわか
り本当に感謝しています。
歓迎も素晴らしく、今後
もこの友好を継続してい
きたいと思います。

　木曜島に多くの日本人
のお墓があることに驚き
ました。曾祖父が生活し
ていた地を訪れることが
できて良かった。今後も
友好関係を継続して交流
を深めていきたいです。

　先祖が眠っている地を
訪れお墓に参ることがで
きて良かった。お墓が以
前来た時よりきれいに
なっていることもわかり、
嬉しく思います。木曜島
の方々に感謝します。

田島秀作さん　 潮﨑啓子さん　 戸瀨憲人さん　 坂井敏生さん

笑顔で迎えられた田嶋町長と結城副議長。市
長から、木曜島訪問を記念して、白蝶貝が入っ
たプレートが手渡されました。

①迫力ある伝統舞踊
を披露してくれた木
曜島のダンサー。②
ダイバーヘルメット
の置物を頂きました。
③日本のお土産が一
人ひとりに配られま
した。④町長から感
謝状を贈られたイサ
オ・シバサキ氏。 14
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　 22
日
、
慰
霊
式
典
の
終
了
後
、
墓
参
団

一
行
は
、
タ
ガ
イ
カ
レ
ッ
ジ
学
校
、
要
塞

の
史
跡
が
あ
る
グ
リ
ー
ン
・
ヒ
ル
を
訪
問

し
、
島
の
歴
史
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　 そ
の
後
、
隣
接
す
る
金
曜
島
に
移
動
。

金
曜
島
に
は
真
珠
養
殖
場
を
経
営
す
る
高

見
一
吉
さ
ん
が
居
住
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
昼
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　 高
見
さ
ん
も
木
曜
島
の
日
本
人
墓
地
の

管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
高
見
さ
ん
は
不
在
で
し

た
が
、
町
長
が
電
話
に
て
感
謝
を
伝
え
ま

し
た
。

　 夜
に
は
懇
親
会
を
挙
行
。
ト
レ
ス
市
の

職
員
が
手
作
り
し
た
料
理
が
参
加
者
に
ふ

る
ま
わ
れ
、
前
日
同
様
、
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　 23
日
、
現
地
の
方
々
か
ら
見
送
ら
れ
な

が
ら
、
ケ
ア
ン
ズ
に
向
け
木
曜
島
を
出
発
。

そ
の
日
の
晩
に
も
、
木
曜
島
か
ら
お
よ
そ

８
０
０
㎞
も
離
れ
た
ケ
ア
ン
ズ
に
ま
で
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
市
長
、
ト
レ
ス
市
の
職
員
が

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
夕
食
会
を
開
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　 翌
24
日
、
ケ
ア
ン
ズ
空
港
か
ら
日
本
に

向
け
出
発
。
こ
の
時
も
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
市

長
、
ト
レ
ス
市
の
職
員
が
空
港
ま
で
見
送

り
に
来
て
く
だ
さ
り
、
別
れ
を
惜
し
み
墓

参
団
と
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　墓参ができて良かった。
そして、多くの方に出会
うことができ、行く先々
で歓迎のあたたかい気持
ちが伝わってきました。
今回の木曜島墓参に参加
して本当に良かったです。

　木曜島の方が墓地を管
理し、清掃等もしていた
だいていることは本当に
ありがたい。我々の先人
たちが苦労して来た場所
を訪問できたことは感慨
深いものがあります。

　長年思っていた木曜島
を訪問するという念願が
叶いました。おもてなし
が本当に素晴らしかった。
木曜島で仕事をしていた
知人がいるので、今回の
訪問を報告します。

　歓迎が素晴らしかった。
これだけ歓迎してくれる
のは先人たちが築いた友
好関係のおかげだと思い
ます。お墓も大事に守っ
てくれていることは本当
にありがたく思います。

Interview　 ～木曜島を振り返って～

瀬良雅代さん　 久原芳法さん　 堀口潑さん　木原美津子さん　

⑤・⑥笑顔で出迎えてく
れたタガイカレッジの生
徒。折り紙を一緒に折る
などして、交流しました。

懇親会で串本節を現地の方と一緒に踊りました。

78

9

6

⑦・⑧懇親会ではゲームや日本の歌を披露するなど交流
を深めました。⑨見送りに来てくれた方々と記念撮影。

5
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いつか起こる災害に備えて
巨大地震が発生したと想定し、緊急消防援助
隊近畿ブロック合同訓練、津波災害対応実践
訓練、津波避難訓練が実施されました。

　 サ
ン
ゴ
台
の
総
合
運
動
公
園
で
10
月

18
日
、
緊
急
消
防
援
助
隊
（
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に
創
設
さ
れ
た
大
規

模
災
害
時
に
相
互
応
援
す
る
部
隊
）
の

後
方
支
援
活
動
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
近

畿
２
府
７
県
か
ら
消
防
隊
員
が
集
結
し
、

宿
営
地
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

隊
員
た
ち
は
災
害
が
発
生
し
た
と
想
定

し
、
素
早
く
テ
ン
ト
を
設
置
。
実
際
の

災
害
現
場
と
同
様
に
テ
ン
ト
で
一
晩
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　 翌
19
日
に
は
、
和
歌
山
県
南
部
の
沖

合
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
７
の
地
震

が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
な
か
、
各
地

で
様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 緊
急
消
防
援
助
隊
、
自
衛
隊
や
海
上

保
安
庁
ら
が
動
鳴
気
漁
港
、
サ
ン
ゴ
台

な
ど
で
、
救
出
・
救
助
、
傷
病
者
搬
送

の
訓
練
、
潮
岬
望
楼
の
芝
で
は
、
自
治

体
の
訓
練
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
、

米
軍
の
M
V
22
オ
ス
プ
レ
イ
も
参
加

す
る
な
ど
、
大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　 動
鳴
気
漁
港
で
は
、
大
規
模
火
災
消

火
・
救
出
、
津
波
浸
水
家
屋
救
出
、
水

難
救
助
訓
練
が
あ
り
、
火
災
が
発
生
し

た
家
屋
や
津
波
で
海
に
流
さ
れ
た
家
屋

な
ど
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を
救
助
す
る

訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　 倒
壊
家
屋
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
た
サ

ン
ゴ
台
で
は
、
地
震
で
倒
壊
し
た
家
屋

で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
負
傷
者
を
救

出
し
た
り
、
土
砂
に
埋
ま
っ
た
自
動
車

に
残
さ
れ
た
人
を
救
助
し
た
り
す
る
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 潮
岬
望
楼
の
芝
で
行
わ
れ
た
訓
練
で

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
が
飛
来
。
１

号
機
に
は
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

サンゴ台の総合運動公園駐車場に
は、近畿の各地域から数十台もの
消防車両が集結しました。

自動車が土砂に埋まっている状態で自衛隊員と消
防隊員が協力し合い、土砂を撤去。自動車から負
傷者を救出。

①野営用のテントを設置する消防隊員。
②地震で変形し、動かなくなった窓を
エンジンカッターや斧を用いて切断し、
建物に取り残された人を救出。

③津波で流された家屋に
取り残されている人を救
出するためボートを近づ
ける。④救出された負傷
者の手当をする隊員。

1
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（
D
M
A
T
）、
薬
剤
師
が
搭
乗
し
て
お

り
、
降
機
す
る
と
負
傷
者
に
扮
し
た
訓

練
参
加
者
の
と
こ
ろ
に
赴
き
、
対
象
者

の
優
先
度
を
決
定
し
て
選
別
す
る
ト
リ

ア
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。

　 １
号
機
の
離
陸
後
、
水
や
パ
ン
な
ど

の
救
援
物
資
が
積
ま
れ
た
２
号
機
が
到

着
。
潮
岬
の
住
民
１
５
０
人
が
オ
ス

プ
レ
イ
か
ら
物
資
を
リ
レ
ー
形
式
で

運
ぶ
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

D
M
A
T
が
ト
リ
ア
ー
ジ
し
て
優
先

度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
重
傷
負
傷
者

役
を
オ
ス
プ
レ
イ
に
搬
送
。
D
M
A
T

も
搭
乗
し
、
潮
岬
沖
に
停
泊
し
て
い
た

護
衛
艦
「
い
せ
」
に
向
け
離
陸
し
、
訓

練
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　 11
月
５
日
の
津
波
防
災
の
日
に
は
、

姫
地
区
に
お
い
て
、
津
波
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　 こ
の
訓
練
は
、
列
車
走
行
中
に
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
、
串
本
古
座
高
校
古
座
校
舎
の
生
徒

や
古
座
小
学
校
の
児
童
、
中
湊
地
区
・

姫
地
区
の
住
民
、
そ
し
て
、
J
R
職

員
ら
約
２
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　 参
加
者
は
、
古
座
駅
か
ら
訓
練
用
に

運
行
し
た
臨
時
列
車
に
乗
車
。
紀
伊
姫

駅
付
近
の
地
蔵
踏
切
手
前
で
地
震
が
発

生
し
た
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
列

車
が
緊
急
停
止
さ
れ
ま
し
た
。
乗
降
口

が
開
か
れ
、
参
加
者
は
飛
び
降
り
た
り
、

は
し
ご
を
使
用
し
た
り
し
て
列
車
か
ら

降
り
、
姫
地
区
の
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
海
抜
約
24
ｍ
の
場
所
ま
で
、

走
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　 訓
練
に
参
加
し
た
古
座
小
学
校
の
児

童
は
「
も
し
、
列
車
に
乗
っ
て
い
る
と

き
に
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た
ら
、
ど

の
よ
う
に
し
て
逃
げ
れ
ば
良
い
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　 ま
た
、
串
本
古
座
高
校
古
座
校
舎
の

坪
野
賢
一
郎
教
頭
は
「
参
加
者
全
員
が

安
全
に
高
台
ま
で
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
生
徒
に
高
齢
者

や
小
さ
な
子
ど
も
を
助
け
る
共
助
の
精

神
も
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。

⑤崩れた家屋を前に救出手順を打ち
合わせする隊員ら。⑥・⑦負傷者の
トリアージを行うDMAT隊員。⑧
オスプレイから救援物資を運ぶ潮岬
の住民。

5

6
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重傷負傷者を担架に乗せオスプレイまで搬送。

緊急停止した電車から降りて逃げる訓練参加者。

津波による影響がない高台まで走って移動。
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①式典でスピーチする田嶋町長。②メルシン市にある慰霊碑。
③コジャマズ大市長に日本のお土産を手渡す田嶋町長。

メ
ル
シ
ン
市
と
の
友
好
を
再
確
認

　
　
　

そ
し
て
、
映
画
製
作
の
協
力
を
依
頼

大
メ
ル
シ
ン
市
長
、
ト
ル
コ
海
軍
大
将
を
表
敬
訪
問

　 ９
月
28
日
か
ら
10
月
３
日
に
か
け
て
、

田
嶋
町
長
、
梅
野
議
長
ら
が
ト
ル
コ
共

和
国
を
訪
問
。
今
年
３
月
に
就
任
し
た

ブ
ル
ハ
ネ
ッ
テ
ィ
ン
・
コ
ジ
ャ
マ
ズ
大

市
長
や
ビ
ュ
レ
ン
ト
・
ボ
ス
タ
ン
オ
ー

ル
海
軍
大
将
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
友
好
関
係
の
構
築
と
映

画
製
作
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　 29
日
に
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

に
到
着
し
た
一
行
は
、
メ
ル
シ
ン
市
に

移
動
し
、
同
市
に
あ
る
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
慰
霊
碑
に
て
開
催
さ
れ
た
献
花
式

典
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
黙

祷
、
両
国
の
国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
た
後
、

田
嶋
町
長
が
市
幹
部
の
方
々
と
と
も
に

慰
霊
碑
へ
献
花
を
行
い
、
ス
ピ
ー
チ
の

後
、
海
に
向
か
っ
て
花
束
を
投
げ
入
れ
、

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
乗
組
員
の
御
霊
を

弔
い
ま
し
た
。

　 そ
の
後
、
メ
ル
シ
ン
市
役
所
に
移
動

し
、
コ
ジ
ャ
マ
ズ
大
市
長
を
表
敬
訪
問
。

大
市
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を
頂
き
、
お

互
い
の
贈
り
物
を
交
換
し
た
後
、
田
嶋

町
長
と
コ
ジ
ャ
マ
ズ
大
市
長
と
の
間
で

今
後
の
姉
妹
都
市
関
係
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 翌
30
日
、
一
行
は
、
ア
ン
カ
ラ
へ
移

動
し
、
映
画
監
督
の
田
中
光
敏
氏
ら
と

合
流
後
、
横
井
裕
駐
ト
ル
コ
日
本
国
大

使
を
表
敬
訪
問
。
映
画
製
作
に
関
し
て

ご
協
力
頂
い
て
い
る
横
井
大
使
に
進
捗

状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
横
井
大
使
か

ら
は
「
来
年
の
日
ト
友
好
１
２
５
周
年

は
両
国
の
友
好
関
係
に
お
い
て
非
常
に

重
要
な
事
業
で
す
。
そ
こ
で
映
画
の
予

告
編
を
公
開
し
て
は
ど
う
か
。」
と
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　 10
月
１
日
、
一
行
は
横
井
大
使
と
と

も
に
ト
ル
コ
海
軍
司
令
部
を
訪
れ
、
ボ

ス
タ
ン
オ
ー
ル
海
軍
大
将
を
表
敬
。
映

画
の
製
作
に
つ
い
て
ト
ル
コ
海
軍
の
協

力
を
依
頼
す
る
と
、海
軍
大
将
か
ら「
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
事
件
は
両
国
の
関

係
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ト
ル
コ
海
軍
と
し
て
最
大
限
の
協

力
を
し
ま
す
。」
と
心
強
い
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　 今
回
、
い
ず
れ
の
訪
問
地
に
お
い
て

も
、
町
長
と
議
長
は
大
変
な
歓
迎
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
映
画
製
作
に
対
す

る
ト
ル
コ
の
方
々
の
強
い
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

12

3

4

5

④横井大使（右から 2番目）に映画の進捗状況
を報告。⑤ボスタンオール海軍大将を訪問し映
画について協議する一行。
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①「よんたん」と記念撮影する 4市町の首長。②本州最西端の
地「毘沙ノ鼻」を踏破。
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Town Topics

本
州
最
西
端

　 下
関
市
に
４
首
長
が
集
う

本
州
四
端
首
長
会
議
（
四
端
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催

　 10
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
本

州
東
西
南
北
の
端
に
位
置
す
る
岩
手
県

宮
古
市
（
東
端
）、山
口
県
下
関
市
（
西

端
）、
和
歌
山
県
串
本
町
（
南
端
）、
青

森
県
大
間
町
（
北
端
）
の
４
首
長
が
下

関
市
に
集
ま
り
、
本
州
四
端
首
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　 今
回
で
６
回
目
と
な
る
交
流
会
議
で

は
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
本
州
四
端
踏
破
ラ
リ
ー
」
の
達
成
者

が
１
，
４
７
１
人
（
平
成
26
年
10
月
現

在
）
と
な
り
、
ま
も
な
く
１
，
５
０
０

人
を
越
え
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
や
、

今
年
３
月
に
決
定
し
た
本
州
四
端
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
よ

ん
た
ん
」
の
お
披
露
目
と
本
州
四
端
協

議
会
P
R
隊
長
任
命
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
本
州
四
端
協
議
会
の
活
動
を
全
国

に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
「
よ
ん

た
ん
」
を
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　 会
議
後
に
は
、本
州
最
西
端
の
地「
毘

沙
ノ
鼻
」
を
訪
れ
、
初
踏
破
の
田
嶋
町

長
に
踏
破
証
明
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　 紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
保
育
所
・
幼
稚
園
の
部
で
入
選

し
た
和
深
保
育
所
の
田
川
優
衣
さ
ん
と

東
崎
魅
さ
ん
に
11
月
４
日
、
同
保
育
所

に
て
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　 同
コ
ン
ク
ー
ル
の
保
育
所
・
幼
稚
園

の
部
に
は
１
２
６
６
点
と
い
う
応
募
が

あ
っ
た
な
か
、
田
川
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、

東
崎
さ
ん
が
佳
作
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　 表
彰
式
で
は
、
東
牟
婁
振
興
局
地
域

振
興
部
の
堀
順
一
郎
部
長
か
ら
田
川
さ

ん
と
東
崎
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　 園
児
た
ち
は
、「
青
い
空
に
絵
を
か

こ
う
」
を
歌
っ
て
喜
び
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
た
。

　 表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
田
川
さ
ん

は
「
保
育
所
の
友
だ
ち
と
き
い
ち
ゃ
ん

が
旗
を
持
っ
て
応
援
し
て
い
る
絵
を
描

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
き
い
ち
ゃ
ん

の
絵
を
描
い
て
い
き
ま
す
。」、
東
崎
さ

ん
も
「
表
彰
状
を
も
ら
っ
て
嬉
し
い
で

す
。」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

大
好
き
な
「
き
い
ち
ゃ
ん
」
の
絵
で
入
選

田
川
優
衣
さ
ん
と
東
崎
魅
さ
ん
に
表
彰
状

1

堀部長から表彰状を受け取る田川さん。右下が受賞作品。

同じく表彰状を受け取る東崎さん。右下が受賞作品。
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①緊迫した試合を行う高校球児。②するどいスイングを見せる選
手。③塁まで全力疾走しヘッドスライディング。

1
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Town Topics

手
に
汗
握
る
白
熱
し
た
試
合
を
展
開

秋
季
近
畿
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
が
開
催

　 11
月
６
日
と
７
日
に
、
平
成
26
年
度

秋
季
近
畿
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大

会
の
１
回
戦
と
２
回
戦
が
サ
ン
・
ナ
ン

タ
ン
ラ
ン
ド
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 本
大
会
は
、「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国

体
」
の
リ
ハ
ー
サ
ル
も
兼
ね
て
お
り
、

来
年
の
国
体
期
間
中
、
当
町
で
行
わ
れ

る
高
等
学
校
軟
式
野
球
競
技
に
向
け
て
、

運
営
等
の
確
認
も
さ
れ
ま
し
た
。

　 大
会
は
、
当
町
と
新
宮
市
の
２
会
場

に
わ
け
て
行
わ
れ
、
近
畿
２
府
４
県
の

代
表
10
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
当
町
で
は
、

６
日
に
１
回
戦
１
試
合
、
７
日
に
２
回

戦
２
試
合
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
対

戦
で
球
児
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
一
生
懸
命
に
闘
志
あ
ふ
れ
る
プ

レ
ー
を
す
る
選
手
た
ち
に
観
客
の
応
援

に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

殉
難
将
士
が
安
ら
か
に
眠
れ
る
よ
う
に

大
島
小
・
中
学
校
の
生
徒
が
慰
霊
碑
を
清
掃

　 11
月
11
日
、
大
島
小
学
校
と
中
学
校

の
生
徒
が
樫
野
崎
に
あ
る
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
慰
霊
碑
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　 生
徒
た
ち
は
、
竹
ぼ
う
き
な
ど
を
使

い
、
慰
霊
碑
の
周
り
の
草
や
ゴ
ミ
を
回

収
し
ま
し
た
。
こ
の
清
掃
に
は
、
樫
野

地
区
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、

　 清
掃
後

に
は
、
全
員
で
追
悼
歌
を
歌
い
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
で
亡
く
な
っ
た
殉

難
将
士
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
わ
る

タ
レ
ン
ト
の
辻
イ
ト
子
さ
ん
が
人
権
講
演
会

　 11
月
13
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
タ
レ
ン
ト
の
辻
イ
ト
子
さ
ん
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
人
権
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　 辻
さ
ん
の
長
女
に
は
知
的
障
が
い
が

あ
り
、
そ
れ
が
発
覚
し
た
当
初
は
、
周

り
か
ら
様
々
な
事
を
言
わ
れ
、
悩
み
苦

し
ん
だ
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
長
女
が

い
た
こ
と
で
自
分
も
成
長
し
、
今
の
自

分
が
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　 辻
さ
ん
は
「
周
り
を
気
に
せ
ず
一
歩

を
踏
み
出
せ
ば
、
素
晴
ら
し
い
人
生
に

な
り
ま
す
。」と
来
場
者
に
語
り
ま
し
た
。

慰霊碑の清掃を行う生徒たち。講演を行う辻イト子さん。
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■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.32

　今年もインフルエンザが流行する時期をむかえました。インフルエンザは一旦
流行が始まると、短期間に膨大な数の人を巻き込み、お子さんではまれに急性脳
症を、ご高齢の方や免疫力の低下している方では重症化することがあります。
　町民の皆さまには、感染予防を心がけるとともに、発症した場合にはできるだ
け早く医療機関で治療を受けて下さるようお願いします。

　アフリカのギニア・リベリア・シエラレオネ・コンゴ民主共和国において感染拡大し、
国内侵入が懸念されている「エボラ出血熱」について、同流行国から帰国した後、１ヶ
月程度の間に発熱症状がでた方は、地域の医療機関での受診を控えていただき、まず保
健所に連絡のうえ指示に従ってください。

【新宮保健所串本支所　℡７２－０５２５】

インフルエンザの予防方法 インフルエンザにかかったら

ウイルスを除去するために、石けんによる手
洗いやうがいは非常に効果的です。

○外出後の手洗い、うがい

空気が乾燥すると、喉
のど

の防御機能が低下し、
インフルエンザにかかりやすくなります。
室内は 50～ 60％の湿度を保つのが効果的。

○適度な湿度の保持

免疫力を高めるために、休養や栄養を十分と
りましょう。

○十分な休養と栄養

インフルエンザ流行時には、人混みに出るの
を避け、やむを得ず出る場合には、マスクを
着用しウイルスの侵入を防ぎましょう。

○人混みに出るときはマスクを着用

くしもと町立病院でのワクチ
ン接種は終了しています。接
種希望の方は、かかりつけ医、
あるいは最寄りの医療機関に
お問い合わせください。

○流行前のワクチン接種

お茶でも、ジュースでも飲みたいもので構い
ません。

○十分な水分を補給しましょう

学校や仕事は休んでください。
○安静にして休養をとりましょう

周りの人への感染を防ぐため、マスクは正し
く着用しましょう。

○マスクをつけましょう

症状が出てから日数が経ちすぎると、薬の効
果も十分には期待できないことがあります。

○早めに医療機関で治療を受けてください

☆インフルエンザが流行するこれからの
　時期、体の不調を「単なる風邪」と安
　易に判断せず、早めに医療機関にて相
　談・受診されることをおすすめします。
　尚、受診される際には、マスクを着用
　するなど、周囲に感染させないようご
　配慮をお願いします。

※当院では、厚生労働省の通知に基づき、発熱症状のある患者様に海外渡航歴等を確認させていただ　
　く場合があります。ご了承ください。
※エボラ出血熱は、インフルエンザのように容易に飛

ひまつ

沫感染する可能性は非常に低く、体液に直接接
　触することにより感染するとされています。過度に不安を抱くことなく冷静な対応をお願いします。

エ
ボ
ラ
出
血
熱

に
つ
い
て

、
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 News
　福祉課からのお知らせ

ーお問い合わせ先ー　
串本町役場福祉課　℡０７３５－６２－０５６２（直通）

「児童扶養手当法」の一部が改正されます
　これまで、公的年金※を受給していたことにより児童扶養手当を受給できなかった方で、平成
２６年１２月１日において児童扶養手当の支給要件に該当している方は、年金額が児童扶養手当
額より低い方に限り、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。

平成26年12月1日から

◎児童扶養手当てとは・・・
　離婚等によるひとり親家庭などの生活安定・自立促進に寄与するこ
とにより、その家庭において養育されている子どもの福祉増進のため
に支給される手当です。

※公的年金とは・・・
　遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償などです。

児童扶養手当について大切なお知らせです！

＊申請の案内や書類の通知について
○福祉課では、今回の改正で新たに差額分の手当の支給対象になる方を把握していませんので、
　それぞれのご家庭に手続きのご案内をすることができません。お早めにお問い合わせいただき、　
　忘れずに手続きを行ってください。

◇今回の改正により
　　　　　　新たに手当を受け取れる場合
○お子さんを養育している祖父母等が、低　
　額の老齢年金を受給している場合
○父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生
　年金のみを受給している場合
○母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子
　さんが低額の遺族年金のみを受給してい
　る場合など
＊受給している年金額が手当額よりも低い
　かどうかは、福祉課へご相談ください。
◇新たに手当を受給するための手続き
　児童扶養手当を受給するためには、串本
町役場福祉課での申請が必要です。

◇支給開始日
○手当は申請の翌月
　から支給開始とな
　ります。
　ただし、これまで
　公的年金を受給し
　ていたことにより
　児童扶養手当を受給できなかった方のう
　ち、平成２６年１２月１日に支給要件を
　満たしている方が、平成２７年３月まで
　に申請した場合は、平成２６年１２月分
　の手当から受給できます。
○平成２６年１２月～平成２７年３月分の
　手当は、平成２７年４月に支払われます。
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 News
　住民課からのお知らせ

【お問い合わせ先】
後発医薬品利用差額通知コールセンター
　　　　フリーダイヤル　０１２０－５３－０００６（通話無料）

【発行元】
和歌山県後期高齢者医療広域連合　　℡０７３－４２８－６６８８

１１月下旬から１２月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、１か月の自己負担額が
２００円以上軽減される可能性がある方を対象に

ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付しています。
患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。

※　ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※　お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

後期高齢者医療制度に加入されている皆さまへ

　企画課からのお知らせ

平成２６年工業統計調査ご協力のお願い

○平成２６年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、
　平成２６年１２月３１日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにするための政府の
　重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための
　基礎資料として利活用されます。
○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）
　に使用することは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性のご理解とご回答をよろしくお願いいたします。

平成２６年工業統計調査を実施します。
１２～１月に調査員が伺いますので、
ご協力をお願いいたします。

工業統計キャラクター
コウちゃん ー　経済産業省・和歌山県・串本町　ー
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　串本町は、紀南地域の
中で歯周疾患検診の受診
率が良く、平成２５年度
は１４８人が受診され、
多くの方が２０本以上の
歯を維持されていまし
た。
　無料で受診ができる方は、この機会にぜひ歯
周病検診を受診し、いつまでも健康な歯を保ち
ましょう。

保健センター12月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

【成人関係】

集団検診は１１月で終了しました。
集団検診を申し込まれた方で、まだ受診できていない方は、個別検診へ変更することができ

ますので、保健センターまでご連絡ください。

検診について

個別検診は、平成２７年１月３１日（土）まで受診できますが、受診券
が必要です。
子宮がん検診・乳がん検診・大腸がん検診のクーポン券をお持ちの方も、

１月３１日（土）で終了します。お早めに受診してください。
（医療機関によってはすでに受付を終了しているところもあります）
※今年検診を申し込まれていない方も受診できますので、保健センターへ
お申し込みください。

健康相談
実 施 日 受付時間 場 所

12月８日（月） 13:00～14:30 保健センター２階

※どなたでもお気軽に会場へお越しください。
　(血圧測定や健康についての相談をお受けします。)

歯周疾患無料検診は、もう受診されましたか？

◇対象者　　下記年齢の方
※部分入れ歯の方・歯科医院に通院中の方も
　利用可能です。
･40 歳 ( 昭和 49年 4月～昭和 50年 3月生 ) 
･50 歳 ( 昭和 39年 4月～昭和 40年 3月生 )
･60 歳 ( 昭和 29年 4月～昭和 30年 3月生 ) 
･70 歳 ( 昭和 19年 4月～昭和 20年 3月生 )
◇検診期間 12 月 27日（土）まで
◇受診方法
　①和歌山県内の歯科医院にご予約ください。
　②送付しました「歯周疾患検診無料受診券」
　　を歯科医院にご提出ください。

年齢別　現存している歯の本数
（平成２５年度　串本町　検診結果より）

40歳 50歳 60歳 70歳
28～32本 27人 19人 17人 12人
20～27本 5人 11人 19人 20人
10～19本 1人 13人
  0～  9本 1人 3人

　誤嚥性肺炎の患者の肺からは、高い確率で歯
周病が原因となる菌が発見されています！
　つまり、歯周病の予防・治療を行うことは、
肺炎を患う危険性を下げることにもつながりま
す。

皆さんも歯周病検診
を受診しましょう！

歯周病予防や治療は、
自分で行える肺炎予防の一つです

本数 年齢
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内 容 日 時

子 育 て 相 談
2日、4日、9日、11日、16日、18日、25日
（9時～12時・13時～16時）

遊びのひろば 17日（水）（10時～12時・ 13時～15時）　場所： 旧西向保育所

12 月の予定

お問い合わせ先：649 ｰ 4192 串本町西向359古座分庁舎内

子育て支援室 「りぼん」　0735 ｰ 67 ｰ 7010 ご利用ください！

No.19

◇開催日時　１２月１６日（火）　　１０: ００～
◇場所　　　串本町役場古座分庁舎 3階大会議室
◇講師　　　家本　めぐみ（トリプルＰジャパン理事）
◇対象　　　子どもさんをお持ちの全ての親、親を支援されている全ての方
◇参加料　　無料
◇託時保育　先着 15名まで
　　　　　　（利用される方は必ずお電話で申し込んでください。）

　「子育てってたいへん…」「なんで言うこと聞かないの…」など子育てをしていると様々な悩みに
直面します。しかし、ちょっとした方法や技術を学ぶことで、子どもとの関わりをよい方向に変え
ることができます。
　この講演会では、子どもの自尊心を育み、子育てを楽しく前向きにしていくために、必要なヒン
トをお伝えします。是非ご参加ください。

　今年度、和歌山県が主導で市町村等と連携し、親支援を行う先駆的な取り組みを実施することに
なりました。子ども虐待を未然に防ぎ、良好な親子関係を築くことを目的とした子育て支援プログ
ラム「トリプルＰ」です。まずは、このプログラムについてのミニ講演会を開催します。

『前　向　き　子　育　て　プ　ロ　グ　ラ　ム』のお知らせ

★お問い合わせ、お申し込みは子育て支援室「りぼん」までお電話等でお願します。

乳幼児健診　　  　   ※会場は保健センター2階です
実 施 日 時　間 内 容

12月　4日（木） 13:00～13:30 2歳6ヶ月児健診

12月11日（木） 13:00～13:30 3歳6ヶ月児健診

12月18日（木）
13:00～13:30 6ヶ月児健診＆BCG接種

13:30～14:00 4ヶ月児健診

乳幼児予防接種     ※会場は保健センター2階です
実 施 日 実施時間 内 容

12月　2日（火） 13:10～13:40 ポリオ

12月　9日（火） 13:10～13:40 MR1期

12月18日（木） 13:00～13:30 BCG

【乳幼児関係】
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か

つ

き

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

あ

ゆ

む

ひ

ま

り

し
ょ
う

（１０月受付分　敬称略）

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。
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ち

け
い
じ
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※休業期間中は、役場では各種証明書の発行は行っておりません。
※図書館は図書整理のため、1月4日(日)は休館となります。

○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○役場

B＆G海洋センター

文化センター

図書館

くしもと病院

総合運動公園

サンゴの湯

○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休

○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 休 ○ 休 休 ○ ○ ○ 休

年末年始の業務について

26日 5日4日3日2日1日31日30日29日28日27日
（日）（土）（金）（木）（水）（火）（月）（日）（土）（金） （月）

年末年始における各施設の業務は以下のとおりとなります。
役場は12月26日（金）に仕事納め、1月5日（月）に仕事始めとなります。
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お
知
ら
せ
＆
行
事

Inform
ation

【連絡先】
串 本 町 役 場 本 庁 舎

（℡62‐0555）
串 本 町 役 場 古 座 分 庁 舎

（℡72‐0081）
く し も と 町 立 病 院

（℡62‐7111）
串 本 町 教 育 委 員 会

（℡72‐0017）
文 化 セ ン タ ー

（℡62‐0006）
串 本 町 図 書 館

（℡62‐4653）
保 健 セ ン タ ー

（℡62‐6206）
町 内 放 送 案 内 　
（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-928649）
串本町ホームページアドレス
h t t p : / / w w w . t o w n .
kushimoto.wakayama. jp
串本町メールアドレス（代表）
k i k a k u @ t o w n .
kushimoto.wakayama. jp

お
知
ら
せ

特

別

児

童

扶

養

手

当

に

つ

い

て

　 特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
20
歳
未

満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程

度
以
上
の
障
が
い
も
し
く
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
症
状
に
あ
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し

て
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
児

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　 し
か
し
、
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
や
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
通

所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
、

手
当
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
支
給
金
額

　 児
童
の
人
数
と
障
が
い
の
等
級
に
応

じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に

よ
る
支
給
制
限
も
あ
り
ま
す
。

◎
児
童
１
人
に
つ
き

　 １
級

　 月
額

　 ４
９
９
０
０
円

　 ２
級

　 月
額

　 ３
３
２
３
０
円

※
手
当
の
額
は
、
毎
年
４
月
に
消
費
者

　 物
価
指
数
の
変
動
率
に
応
じ
て
改
定

　 さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 串
本
町
役
場
福
祉
課

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２

学

童

保

育

所

の

申
込
み
期
間
に
つ
い
て

　 学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

度
４
月
か
ら
の
新
規
・
継
続
入
所
の
申

込
み
を
次
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。
申

込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
申
込
み
期
間
を

厳
守
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　 平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　 平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 串
本
町
役
場
福
祉
課

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２

林
業
退
職
金
共
済
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

　 林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加
入
し

て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身

が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い

た
し
ま
す
。

　 ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お

よ
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種

手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の

請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

で
き
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

　 林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　 ℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

　 詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

　 h
ttp
://w

w
w
.rin

taik
y
o.

taishokukin.go.jp/

ト
ル
コ
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
休
館
の
お
知
ら
せ

　 ト
ル
コ
記
念
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
の
た
め
休
館
し
て
お
り
ま
す
。
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　 な
お
、期
間
中
「
日
米
修
交
記
念
館
」

「
樫
野
埼
灯
台
旧
官
舎
」
に
つ
い
て
は

開
館
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
健
康
日
本
21
称
賛

若
石
健
康
法
（
足
ツ
ボ
）

『足ツボ・整体・吸玉』

若 石 紀 州

【定休日】日曜・祝祭日
完全予約制　℡0735-62-0520

　健康が全てではないが
健康でなければ全てを失う
-若石健康法教室 -生徒募集中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

予約優先

▼
休
館
期
間

　 平
成
26
年
10
月
14
日

　
　 〜
平
成
27
年
５
月
（
予
定
）
ま
で

※
現
在
、
オ
ー
プ
ン
日
は
未
定

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 串
本
町
役
場
産
業
課

　

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
５
７

日
曜

･

無
料
遺
言

公

証

法

律

相

談

　 新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「
日
曜
・
無
料
遺
言
公
証
法
律
相
談
」

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　 平
成
26
年
12
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　 午

前
９
時
〜
午
後
５
時

　 平
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　 午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

　 新
宮
公
証
役
場

▼
相
談
員

　 公
証
人

　 中
村

　 司

　
　
　
　 （
和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属
）

▼
相
談
内
容

　 遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
（
高
齢
者

等
の
財
産
管
理
）・
離
婚
問
題
（
子
の

養
育
費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
・
年
金

分
割
）・
土
地
建
物
の
賃
貸
借
・
金
銭

の
貸
借
・
債
務
弁
済
・
売
買
・
贈
与
・

そ
の
他
の
大
切
な
契
約
・
尊
厳
死
宣
言
・

会
社
定
款
な
ど

▼
予
約

　 電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　 平
日
（
月
曜
〜
金
曜
）
の
相
談
も
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 新
宮
公
証
役
場

　 （
公
証
人 

中
村

　 司
）

　 新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
番
31
号  

　

（
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
階
）

　 ℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
２
３
４
４

妊

娠

・

育

休

ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談

　 和
歌
山
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
、

妊
娠
・
出
産
・
育
休
に
関
す
る
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　 平
成
26
年
12
月
17
日
（
水
）

〜
19
日
（
金
）

　 午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　 ※
こ
の
３
日
間
は
時
間
を
延
長
し
て

　
　 ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　 ※
通
常
の
受
付
時
間
は
、

　
　 午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　 （
土
日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
相
談
内
容

　 つ
ぎ
の
よ
う
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
職

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
。

○
１
年
契
約
で
更
新
さ
れ
て
き
た
の
に
、

　 妊
娠
を
伝
え
た
ら
、
次
の
契
約
更
新

　 は
し
な
い
と
言
わ
れ
た
。

○
上
司
か
ら
、
産
休
・
育
休
は
取
れ
な

　 い
と
言
わ
れ
た
。

○
育
休
は
取
れ
た
け
ど
「
戻
る
と
き
は

　 パ
ー
ト
に
な
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ
た
。

　

▼
相
談
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　 和
歌
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

　 ℡
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
７
０

蜜

蜂

を

飼

育

さ
れ
て
い
る
方
へ

　 養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
原
則
全
て
の

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
、

１
月
末
ま
で
に
飼
育
届
を
県
知
事
に
提

出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
県
庁
畜
産
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 県
庁
畜
産
課

　 ℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
９
２
３

広報くしもと ２０１４．１２23

日 曜 行事内容（時間） 場　所 主管課等

4 木

第66回人権週間
平成26年
　12月4日～10日
特設人権相談
（13:30～15:30）

串本町文化センター
串本町役場古座分庁舎 住民課

7 日
町内一斉清掃
（各区指定の時間）

町内各地区
串本町
美化推進
協議会

11木行政相談
（13:30～15:30） 古座福祉センター 住民課

18木人権行政相談
（13:30～15:30） 古座漁村センター 住民課

27
〜
30

土
〜
火
消防団年末警戒
（21:00～２:00） 町内全般 消防団

12 月 の 行 事 予 定

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

12月 4日 (木 ) ～ 10日 ( 水 ) は

第６６回人権週間

みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～

　12月 10日 ( 水 ) は「人権デー」です。
　1948 年のこの日「世界人権宣言」が国連
で採択され、今年で 66年目を迎えました。
　世界中の全ての人はみんな同じ人権を持つ、
かけがえのない存在です。
　それぞれの個性や生き方の違いを大切にし
て、すべての人の人権が尊重される豊かな社
会をつくりましょう。

町内の火災・救急件数
平成26年1月1日～10月 31日まで

火災のない 住みよい豊かな町づくり

火災件数
建　物　１件
林　野　０件
その他　１件
合　計　２件

救急件数
交　通　　９３件
急　病　６７６件
その他　２８５件
合　計１０５４件

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

12
月
25
日
（
木
）

○
固
定
資
産
税
（
３
期
）

１
月
５
日
（
月
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
９
期
）

○
介
護
保
険
料
（
９
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
６
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

地
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６
（
直
通
）
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

　11月3日、サン・ナンタンランドにお
いて串本町民大運動会が開催され、町内
各地区から多くの方が参加し、笑顔であ
ふれました。
　参加者の皆さんお疲れ様でした。

第10回 串本町民大運動会


